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小学生、中学生に読んでもらいたい記事を
のせています。読めない字があったら、おう
ちの人に教えてもらってね。

この教育委員会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と低VOCインキを使用しています。

「こども110番のいえ」をご存知ですか？
　小平市では、警察署、青少年対策地区委員会、ＰＴＡ、事業所などと協力し、
「こども１１０番のいえ」を家庭やお店など約１,6００か所で開設しています。
▷どこでわかるの
　家庭やお店の入口付近の目立つ場所に「こども１１０番の
いえ」のプレートが貼ってあります。
▷どんなときに利用するの
・�知らない人にしつこく話しかけられて不安を感じたとき
・知らない人に追いかけられたとき
・知らない自動車や自転車がついてきたとき
・痴漢や変質者に出会ったとき
・そのほか、身に危険を感じたとき

▷どんな対応をしてくれるの
・避難してきた子どもの安全が確認されるまで保護します。
・けがなどがないか確認し、場合によっては１１０番、１１９番通報します。
・保護者に連絡します。
※なお、協力者はボランティアですので不在の場合もあります。
▷協力のお願い
　各地区の青少年対策地区委員会やＰＴＡなどが、協力者の拡大に取り組んでい
ます。ぜひご協力をお願いします。
▷保護者の皆さんへ
　新年度を迎えるこの機会に、お子さんと一緒に通学路や遊び場を歩き、「こど
も１１０番のいえ」がどこにあるのかを確認するとともに、危険を感じたら、「こ
ども１１０番のいえ」に助けを求めるよう、説明をお願いします。

〈総務部　地域安全課〉

こだいら市民駅伝大会第44回
　２月４日（日）、「第４４
回こだいら市民駅伝大
会」が開催されました。
　１区間３．１キロメート
ル、全４区間を各チーム
４人の走者がたすきをつ
なぎました。
　中学生男子の部に１２
チーム、中学生女子の部
に６チームの参加があり、男子の部は「創価中B」が、女子の部は「小平第
二中学校女子バスケットボール部」が優勝しました。
　中学生男子・女子の部の上位結果は以下のとおりです。

第４４回こだいら市民駅伝大会結果（上位）

創価中Ｂ

中学生男子の部（参加１２チーム）
順位 チーム名 タイム

１ 創価中Ｂ ４９分０３秒

２ 小平三中男子Ａ ４９分０４秒

３ 小平二中陸上部 ４９分０７秒

小平第二中学校
女子バスケットボール部

中学生女子の部（参加 ６チーム）

※チーム名は参加申込書の記載のとおりです。

順位 チーム名 タイム

１
小平第二中学校
女子バスケット
ボール部

５４分２６秒

２ 小平二中陸上部
Ｂ ５６分５５秒

３ 小平一中陸上競
技部 １時間０２分２３秒

� 〈文化スポーツ課〉

開館時間　午前１０時から午後４時まで
　　　　　※なるべく午後３時３０分までに入館してください。
休　館　日　火曜日（祝日、または振替休日に当たる場合は開館し、翌日休館）
観　覧　料　一般…３００円（２２０円）、小・中学生…１５０円（１１０円）
　　　　　※�カッコ内は団体２０人以上です。
　　　　　※駐車場はありません。近くのコインパーキングをご利用ください。
問　合　せ　平櫛田中彫刻美術館　☎０４２（３４１）００９８

ルネこだいら出前コンサートin平櫛田中彫刻美術館
◆韓国伝統楽器の世界
　平櫛田中彫刻美術館で、韓国伝統楽器の美しい
音色をお楽しみいただけます。
　事前申し込みが必要です。
と　き　�５月２日（木）①午前１１時、②午後１時、

③午後２時３０分
定　員　各回３０名　応募多数の場合は抽選
費　用　�無料（ただし、観覧券の購入が必要）
申　込　�３月２８日までに、往復はがきまたは電

子メールに、氏名、住所、電話番号、希望人数（１人または２人）、希
望の公演回（①午前１１時②午後１時③午後２時３０分④どの回でも可）
を記入してお申込みください。

申込先　〒１８7-００４５小平市学園西町１-７-５　平櫛田中彫刻美術館
　　　　dd００２１@city.kodaira.lg.jp

出前コンサート

◆開催中の展覧会　春
は る

爛
ら ん

漫
ま ん

〜平櫛田中コレクションより
　平櫛田中が収集した美術コレクションから、
「春」にちなんだ絵画、工芸品、書などを展示し
ます。期間中、平櫛田中が娘のために作ったおひ
なさまの展示と、お釈迦様の誕生日の４月８日に
あわせて誕生仏の展示があります。
と　き　�５月１９日（日）まで（おひなさま展示は

３月１８日（月）まで、誕生仏展示は３月
２０日（水）から４月１５日（月）まで） 奥村土牛〈牡丹〉
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